






















































































4.3.4 3 つの進学理由の性質の違い-----------------------------------------------------------------59 
4.3.5 限界と今後の展望-------------------------------------------------------------------------------61 
 









































 付録 2.1 調査協力のお願い--------------------------------------------------------------------------110 
 付録 2.2 調査票（A 音楽大学・1999 年実施分）------------------------------------------------111 
iv 
 
 付録 2.3 調査票（B 大学・2008年実施分）------------------------------------------------------119 







































                                                        
































強を続ける卒業生が 3 割，一般企業（音楽関連の企業も含む）が 3 割，学校教員や音楽教室




























                                                        




びに大学院生。集合調査を基本とし，有効回答数は 313 とされている。 
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トの意義を示す研究（Davidson, Howe, Moore & Sloboda, 1996），教師の性質と生徒の技能






















































































































































































































































































































 A 音楽大学では，1999 年および 2000 年には 1,2年生，2009 年および 2010 年には 2年
生，2017年調査では 1,2年生を対象に調査を実施した1。本研究における主な分析対象デー





検査である NEO-FFI または NEO-PI-R を実施した（性格検査の詳細については該当箇所
（5.4）で詳述する）。B大学データについては，B大学教員との共同研究としてデータ収集
                                                   
































 2008 年および 2009 年に B 大学において，授業中に担当教員（共同研究者）の指示に従
って行なわれた2。進学に関わる調査票の実施時間は 30分ほどであり，教室内で回答が行わ
                                                   































ついては，1999年に行った A音楽大学対象の調査（付録 2.2），2008年度に B大学におい























実施年度 1999年 2000年 2008年 2009年 2009年 2017年
2010年
調査対象大学 A音楽大学 A音楽大学 B大学 B大学 A音楽大学 A音楽大学
　
調査対象学年 1,2年 1,2年 主に1年 主に1年 2年 1,2年
調査内容 付録2.2参照 付録2.3参照 付録2.4参照
①フェイス項目 Ⅰ.1～6 同左 10.1～6 同左 同右 10.1～6
（変更あり） （変更あり）
②音楽経験 Ⅱ.1～5 同左 1.1～5 同左 同左 1.1～5
（変更あり）
③家庭の音楽環境 Ⅲ.1～9 同左 2.1～9 同左 同左 2.1～11
（10,11は新項目）
④進学決定時期 Ⅳ 同左 3 同左 同左 3
⑤進学理由 Ⅴ.1～30 同左 4.1～30 同左 同左 4.1～30
⑥葛藤要因 Ⅵ.1～12 同左 5.1～12 同左 同左 5.1～12
⑦大学適応感 Ⅶ.1～14 同左 6.1～13 同左 同左 6.1～13
（2項目削除，
 13は新項目）
⑧希望進路 Ⅷ.1～12 Ⅷ.1～13 7.1～13 同左 同左 7.1～13
（13は新項目）
⑨女子ライフ Ⅸ.1～7 Ⅸ.1～7 8.1～7 同左 同左 8.1～7
（選択肢変更）

































































































 1999 年に A 音楽大学において実施した質問紙調査に回答した 1，2 年生 418 名には，器
楽学科（ピアノ専攻，管楽器専攻），声楽学科，音楽教育学科の学生が含まれていた。その
うち男子学生 29 名のデータを除き，さらに，今回の分析対象となる項目についての記入に
不備のない，女子学生 378 名分のデータを分析対象とした。その内訳は，1 年生 94 名（全
て音楽教育学科），2 年生 284 名（器楽学科・ピアノ専攻：145 名，器楽学科・管楽器専攻
35 名，声楽学科：77 名，音楽教育学科：27 名）であった。 
 
(2) 分析使用項目 
 進学理由に関する質問項目は 30 項目であるが，今回の分析対象となる，より直接的な進
学理由を示すものは 19 項目である。進学理由に関する項目への回答は，「あてはまる」～








 進学理由に関する 19 項目のうち，分布に偏りの大きかった 1 項目を除き，18 項目で探索




 進学理由に関する 18 項目を用いて，因子分析を行った。スクリープロットと因子の解釈
可能性を考慮して 5 因子を抽出した。因子間に相関があることが予想されたため，斜交解
を求めた。複数因子に高い負荷の見られた 1 項目を除いた 17 項目で再度因子分析を行い，
同様の 5 因子に分解されることを確認した。この最終 17 項目および平均値と標準偏差を
Table 3.1 に，因子分析結果（最尤法，プロマックス回転）を Table 3.2 に示す。 
見出された 5 因子は，他者からの影響を示す因子（「他者のすすめ」）と，それ以外の 4 因
子（「将来展望」「能力活用」「同一視」「消極的動機」）である。 

























V1 自分の音楽的な才能に気づくことができたから 2.63 (1.22)
V2 他の教科より音楽が得意だったから 4.16 (1.14)
V3 自分の能力を生かすことができると思ったから 3.78 (1.14)
　　「同一視」の因子
V4 音楽を自分から取り上げたら何も残らないと思ったから 3.56 (1.45)
V5 音楽は自分の一部分であり，やめられないと思ったから 4.00 (1.18)
V6 音楽活動を行うことが自分にとって自然であったから 4.08 (1.08)
V7 音楽が，精神的に不安定な時の支えになったから 3.19 (1.36)
　　「将来展望」の因子
V8 専門的な知識や技術を身につけたかったから 4.26 (1.10)
V9 希望の仕事につくために必要だと思ったから 3.77 (1.33)
V10 自分の求めている生き方ができると思ったから 3.66 (1.30)
V11 R なんとなく決めてしまった 2.40 (1.56)
　　「消極的動機」の因子
V12 勉強はしたくないが，大学には行きたかったから 1.96 (1.37)
V13 音楽以外に得意な科目がなかったから 2.22 (1.42)
V14 音楽以外に好きなものがなかったから 2.13 (1.39)
　　「他者のすすめ」の因子
V15 父親のすすめがあったから 1.54 (1.18)
V16 母親のすすめがあったから 2.29 (1.58)
V17 音楽の先生のすすめがあったから 3.08 (1.62)
Rのつくものは，逆転項目である。
Table3.2　進学理由項目の因子パターン行列（プロマックス回転後）および因子間相関
因子 同一視 将来 消極的 能力 他者の
項目 展望 動機 活用 すすめ
V5 音楽は自分の一部分であり，やめられないと思ったから 0.87 -0.08 -0.02 0.01 -0.02
V4 音楽を自分から取り上げたら何も残らないと思ったから 0.63 -0.04 0.28 -0.05 0.05
V6 音楽活動を行うことが自分にとって自然であったから 0.56 0.06 0.00 0.13 0.03
V7 音楽が，精神的に不安定な時の支えになったから 0.47 0.17 -0.11 -0.10 0.11
V10 自分の求めている生き方ができると思ったから 0.06 0.66 0.02 0.09 -0.03
V8 専門的な知識や技術を身につけたかったから -0.02 0.63 0.09 0.00 0.05
V9 希望の仕事につくために必要だと思ったから -0.09 0.59 0.08 -0.06 0.05
V11 R なんとなく決めてしまった -0.16 -0.48 0.12 0.01 0.13
V13 音楽以外に得意な科目がなかったから -0.01 0.06 0.96 0.03 0.00
V14 音楽以外に好きなものがなかったから 0.13 0.07 0.75 -0.03 -0.09
V12 勉強はしたくないが，大学には行きたかったから -0.15 -0.24 0.34 0.07 0.05
V3 自分の能力を生かすことができると思ったから 0.05 -0.06 -0.09 0.97 -0.06
V1 自分の音楽的な才能に気づくことができたから -0.11 0.30 -0.02 0.54 0.09
V2 他の教科より音楽が得意だったから 0.02 -0.11 0.20 0.53 0.08
V16 母親のすすめがあったから 0.01 0.00 -0.03 -0.03 0.91
V15 父親のすすめがあったから -0.01 0.13 -0.01 0.02 0.62
V17 音楽の先生のすすめがあったから 0.21 -0.16 -0.10 0.08 0.34
因子間 将来展望 0.49
相関 消極的動機 -0.04 -0.42
能力活用 0.39 0.42 -0.02















 分析においては，進学後の適応に関して異質であることが予想される 1 年生のデータを
除き，2 年生（N=284）のみを対象とした。また，モデルの作成には，3.1 の進学理由につ
いての因子分析により最終的に残した 17 項目と，進学後の適応感を測定する項目を用いた。 
適応感を測る項目については，現在の大学での生活状況に関する 12 項目への回答に対す
る主成分分析の結果，第 1 主成分の負荷が高かった 8 項目（Table3.3 参照）をモデルの作
成に用いることとした。適応感に関する調査項目への回答は，「あてはまる」～「あてはま





計ソフトウェア Amos4.0 を用いて，平均・共分散構造モデルを作成した。 






V18 大学での生活は充実している 3.79 (1.15)
V19 大学に入ることで、自分の音楽の幅が広がった 4.10 (1.17)
V20 大学で必要な知識や技術が身につけられている 3.97 (1.02)
V21 R 音楽がきらいになった 1.64 (1.04)
V22 R 音楽に関して自信がなくなった 2.71 (1.27)
V23 R 大学では、自分の好きな音楽ができないと思う 2.30 (1.31)
V24 もう一度選びなおせるとしても音楽大学に進学する 3.35 (1.49)




 以下の，4 つの専攻別の比較を行った。 
  器楽学科 ピアノ専攻（N=145，以下「ピアノ群」とする。） 
  器楽学科 管楽器専攻（N=35，以下「管楽器群」とする。） 
    声楽学科（N=77，以下「声楽群」とする。） 
    音楽教育学科（N=27，以下「教育群」とする。） 
 豊田（1998）を参考に，モデルに以下の制約を入れた。 
 まず，平均・共分散構造モデルを用いて因子の比較を行う上で，「ピアノ群」の因子の平












に 1 つを選び，その変数への影響を示す係数の値を 1 に固定した。 
 
3.2.3 結果と考察 














は，方法で述べたように「ピアノ群」を基準とした群間比較を行う（Table 3.6 を参照）。 
 以下，群ごとに検討を行う。なお，パス係数の大きさの判断基準については，相関係数に
関する一般的な目安（豊田・前田・柳井，1992）を参考にする。つまり，絶対値が 0.2 未満













































































































パス 積極的動機 消極的動機 他者のすすめ 将来展望の誤差と
専攻 　→適応感 　→適応感 　→適応感 消極的動機との相関
ピアノ群 （N =145） 0.69 -0.40 -0.17 -0.41
管楽器群 （N = 35） 0.66 0.17 -0.34 0.04
声楽群 （N = 77） 0.59 -0.27 0.01 -0.60
教育群 （N = 27） 0.51 -0.21 0.37 -0.77
Table3.5　自由推定を行ったパラメータ（非標準化解）
パス 積極的動機 消極的動機 他者のすすめ
専攻 　→適応感 　→適応感 　→適応感
ピアノ群 （N =145） 0.61 -0.35 -0.15
（0.08） （0.07） （0.07）
管楽器群 （N = 35） 0.54 0.15 -0.29
（0.15） （0.14） （0.15）
声楽群 （N = 77） 0.66 -0.24 0.01
（0.20） （0.11） （0.18）




因子 積極的 動機 消極的 動機 他者の すすめ 能力 同一視 将来
活用 展望
専攻 平均 分散 平均 分散 平均 分散 切片 切片 切片
ピアノ群（N =145） 0.00 1.00 0.00 1.00 0.00 1.00 0.00 0.00 0.00
管楽器群 （N = 35） -0.37 0.94 0.21 0.82 -0.34 0.85 0.10 0.25 0.22
（0.34） （0.35） （0.18） （0.23） （0.21） （0.29） （0.21） （0.23） （0.21）
声楽群 （N = 77） 0.17 0.36 -0.11 0.56 -0.28 0.34 0.02 -0.05 0.21
（0.19） （0.13） （0.13） （0.12） （0.13） （0.11） （0.14） （0.15） （0.14）
教育群 （N = 27） 0.02 0.44 -0.13 0.61 -0.15 0.98 -0.67 -0.18 -0.16







































































































































本章では，まず 4.1 において，3.1 で行った因子分析および 3.2 で共分散構造分析によっ























 1999 年および 2000 年に A 音楽大学において実施した質問紙調査で回答を行った 2 年生
女子学生のデータから，今回の分析対象となる項目についての回答に不備のない，531 名分




を分析対象とした。その内訳は，ピアノ専攻 243 名，管楽器・打楽器専攻 109 名2，声楽専
攻 111 名，音楽教育専攻 68 名であった。 
 
(2) 分析使用項目 
 今回の分析では，3.1の分析で最終的に残った 17 項目を使用した。項目への回答は，「あ









まず，進学理由について 3.1 で行った因子分析で最終項目として残った 17 項目を用いて
因子分析を行った。5 因子を指定し，斜交解（最尤法・プロマックス回転）を求めた結果，
3.1 と同様の結果は得られなかったが，唯一の逆転項目である 1 変数を除いて再分析した結










                                                        




















因子 能力 同一視 将来 消極的 他者の
　　　項目（内容は要旨のみ） 活用 展望 動機 すすめ
V3 自分の能力を生かす 1.02 0.01 -0.01 -0.09 -0.07
V1 音楽的な才能への気づき 0.43 0.01 0.28 -0.01 0.08
V2 他の教科より得意 0.41 0.01 -0.01 0.24 0.05
V5 音楽は自分の一部分 0.01 0.92 -0.10 -0.02 -0.03
V6 音楽活動を行うことが自然 0.05 0.62 0.04 -0.07 0.06
V4 音楽を取り上げたら何も残らない 0.07 0.56 -0.09 0.32 0.01
V7 精神的に不安定な時の支え -0.14 0.42 0.23 -0.12 0.11
V10 求めている生き方ができる 0.06 0.07 0.66 0.00 -0.04
V9 希望の仕事につくために必要 -0.02 -0.08 0.60 0.08 0.06
V8 知識や技術を身につけたい 0.04 -0.03 0.56 0.03 0.00
V13 音楽以外に得意な科目なし -0.02 -0.03 0.05 0.96 0.01
V14 音楽以外に好きなものなし -0.03 0.10 0.08 0.73 -0.09
V12 勉強したくないが、大学行きたい 0.06 -0.21 -0.10 0.43 0.11
V16 母親のすすめ 0.03 0.00 -0.07 0.00 0.82
V15 父親のすすめ 0.02 0.02 0.02 -0.04 0.63
V17 音楽の先生のすすめ -0.08 0.08 0.11 0.01 0.35
因子間 同一視 0.38
相関 将来展望 0.45 0.47
消極的動機 0.08 0.06 -0.28

















パス 積極的動機 消極的動機 将来展望(誤差) 能力活用(誤差)



























因子 積極的 動機 消極的 動機  他者の すすめ 能力 同一視 将来
活用 展望
専攻 平均 分散 平均 分散 平均 分散 切片 切片 切片
ピアノ群（N =243） 0.00 1.00 0.00 1.00 0.00 1.00 0.00 0.00 0.00
管打群（N =109） 0.16 0.90 0.09 0.82 -0.29 0.78 -0.34 -0.14 -0.08
（0.19）（0.22）（0.11）（0.14）（0.13）（0.16）（0.12）（0.12）（0.10）
声楽群（N =111） 0.25 0.56 -0.06 0.66 -0.25 0.40 -0.10 -0.13 0.00
（0.20）（0.15）（0.11）（0.11）（0.11）（0.10）（0.12）（0.12）（0.11）

































































































































































 3.2 で作成したモデルにおいて（4.1 で作成した修正モデルにおいても），「積極的動機」
の下位因子である 3 因子は，渕上（1984）において見出された，高校生の大学進学志望動





































されている（Davidson, Howe & Sloboda, 1997）。また，両親の信念や行動および家族間の
関係が，子どもの音楽技能の進歩や，音楽家としての肯定的なセルフ・イメージの発達に与






























 分析対象データは，A 音楽大学において行った 1999 年および 2000 年調査の回答時点で
2 年生であった女子学生のデータのうち，分析に使用する項目の回答に不備のない 529 名
分であった。この中で，ピアノ専攻は 241 名（以下，ピアノ群），管楽器・打楽器専攻は 109






















答形式は 5 件法であり，項目に自分が「あてはまる」と答えた時に 5 点，「あてはまらない」
に 1 点とした。 
 
音楽経験 






ピアノ 管打 声楽 教育
（N =241） （N =109） （N =111） （N =68）
分析対象項目 M SD M SD M SD M SD 範囲
進学理由
能力活用
x1 「自分の音楽的な才能に気づくことができたから」 2.85 (1.22) 2.59 (1.12) 2.85 (1.15) 2.49 (1.17) 1-5
x2 「他の教科より音楽が得意だったから」 4.24 (1.13) 4.09 (1.26) 4.32 (0.90) 3.99 (1.22) 1-5
x3 「自分の能力を生かすことができると思ったから」 3.97 (1.09) 3.64 (1.19) 4.02 (0.97) 3.49 (1.07) 1-5
音楽的同一性
x4 「音楽を自分から取り上げたら何も残らないと思ったから」 3.73 (1.41) 3.61 (1.41) 3.51 (1.38) 3.22 (1.50) 1-5
x5 「音楽は自分の一部分であり，やめられないと思ったから」 3.99 (1.19) 3.94 (1.22) 4.02 (1.15) 3.84 (1.17) 1-5
x6 「音楽活動を行うことが自分にとって自然であったから」 4.05 (1.06) 4.03 (1.10) 4.05 (1.08) 3.99 (1.09) 1-5
x7 「音楽が，精神的に不安定な時の支えになったから」 3.13 (1.36) 3.01 (1.36) 3.35 (1.36) 3.15 (1.30) 1-5
将来展望
x8 「専門的な知識や技術を身につけたかったから」 4.32 (1.09) 4.36 (1.08) 4.31 (1.04) 4.29 (1.04) 1-5
x9 「希望の仕事につくために必要だと思ったから」 3.81 (1.28) 3.56 (1.40) 3.89 (1.30) 3.72 (1.38) 1-5
x10 「自分の求めている生き方ができると思ったから」 3.67 (1.24) 3.75 (1.20) 4.01 (1.13) 3.31 (1.43) 1-5
家族のサポート
x11 「父親のすすめがあったから」 1.62 (1.23) 1.56 (1.21) 1.47 (1.03) 1.66 (1.27) 1-5
x12 「母親のすすめがあったから」 2.60 (1.64) 1.97 (1.46) 2.09 (1.40) 2.28 (1.61) 1-5
x13 「父親の協力があったから」 3.05 (1.71) 3.12 (1.78) 3.00 (1.68) 3.16 (1.72) 1-5
x14 「母親の協力があったから」 3.81 (1.46) 3.58 (1.59) 3.43 (1.67) 3.66 (1.60) 1-5
音楽経験
x15 レッスンを受けた期間 14.41 (1.63) 12.05 (3.83) 12.73 (3.13) 12.60 (3.67) 1-17
x16 グループでの音楽活動期間 3.88 (3.22) 6.44 (2.91) 4.40 (3.21) 4.91 (3.25) 0-17
x17音楽の好み 2.35 (0.81) 2.17 (0.74) 2.49 (0.74) 2.32 (0.85) 0-3
大学における適応感
x18 「大学での生活は充実している」 3.81 (1.07) 3.85 (1.09) 3.89 (1.04) 3.93 (1.01) 1-5
x19 「大学に入ることで，自分の音楽の幅が広がった」 4.03 (1.18) 4.38 (0.90) 4.04 (1.18) 4.38 (0.67) 1-5
x20 「大学で必要な知識や技術が身につけられている」 3.95 (1.02) 3.94 (0.96) 4.03 (1.01) 3.97 (0.88) 1-5
x21 「音楽がきらいになった」 1.67 (1.03) 1.63 (1.03) 1.48 (0.91) 1.54 (0.85) 1-5
x22 「音楽に関して自信がなくなった」 2.65 (1.25) 2.91 (1.28) 2.68 (1.28) 2.53 (1.07) 1-5
x23 「大学では，自分の好きな音楽ができないと思う」 2.29 (1.29) 2.14 (1.24) 2.23 (1.24) 2.41 (1.24) 1-5
x24 「もう一度選びなおせるとしても音楽大学に進学する」 3.40 (1.38) 3.20 (1.51) 3.59 (1.47) 3.60 (1.39) 1-5
x25 「もう一度選びなおせるとしても今の専門を選ぶ」 3.35 (1.37) 3.63 (1.49) 3.90 (1.35) 3.69 (1.40) 1-5
家庭の音楽環境













られた場合を 1 点として加算し，0～3 点の範囲を示す 1 つの変数とした。 
 
大学における適応感 
 3.2 において作成したモデルと同じ 8 項目を使用した。5 件法の回答形式であり，項目に
自分が「あてはまる」と答えた時に 5 点，「あてはまらない」に 1 点とした。 
 
家庭の音楽環境 
 家庭の音楽環境について尋ねた質問において，今回は特に両親の音楽への関与を示す 4 つ
の選択肢を使用した。これらは，選択肢が示す内容に「あてはまる」場合に○をつける形式
の 2 件法で回答を求めた。なお分析においては，○がつけられた場合を 1 点，○がつけら











































                                                        
4 つまり，3 種類の音楽経験（「レッスン期間」「グループ活動期間」「好み」）のうち，少
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p  0.33 ***
w  0.28 *
v  0.27 *
e  0.38 **
p  0.25 **
w  0.24 *
v  0.21 †
e -0.03 
p  0.20 **
w  0.32 **
v  0.37 **
e  0.31 *
p  0.01




因子 サポート 能力活用 音楽的同一性 将来展望 適応感
専攻
ピアノ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
管打 -0.11 -0.65 -0.07 0.33 0.16
(0.09) (0.51) (0.24) (0.29) (0.10)
声楽 -0.19
*
-0.09 0.19 0.38 0.13
(0.09) (0.54) (0.19) (0.31) (0.10)
教育 -0.07 -0.06 0.26 0.02 0.29
*






















































































パスについては，ピアノ群のみ 0.15 で有意であったが，声楽群と管打群においても 0.18，
0.20 で有意傾向にはあった。影響は少ないにせよ，グループ活動経験は，音楽を自分の一部
音楽的同一性の決定係数 適応感の決定係数
  p  0.13   p  0.28
  w  0.11   w  0.20
  v  0.07   v  0.12
  e  0.22   e  0.04
　　　　　χ
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p  0.19 **
w  0.32 **
v  0.37 **
e  0.31 *
p  0.28 **
w  0.28 *
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e  0.25 *
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p  0.53 ***
w  0.44 ***
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p  0.19 *
w  0.31 **
v  0.37 **
e  0.31 *
p  0.25 **
w  0.36 **
v  0.21
e -0.13
p  0.29 ***
w  0.13
v  0.17 
e  0.25 †
p  0.57 ***
w  0.58 ***
v  0.55 ***
e  0.38 *
p  0.15 *
w  0.05
v  0.05


















































































































































































































A 音楽大学 2 年生を対象とする 2009 年および 2010 年に行われた進学調査データを用い
て分析を行う。回答者は 172 名（2009 年 79 名、2010 年 93 名），男子 36 名、女子 132 名，
不明 4 名，専攻は音楽教育学科 23 名，器楽科（ピアノ）46 名，器楽科（管・弦・打楽器）

















を示した。進学決定時期（Q1）は M=15.6 歳（SD=2.1），範囲は 7～20 歳であった。中学
を卒業して高等学校に入学する段階で決定を行うことが一般的であることがうかがわれる。






回答されたレッスンの種類（Q2.2）は M=2 項目（SD=1），範囲は 0～5 項目であり，そ
の中でも 1～3 種類の回答を行う学生が多かった。グループ活動の種類（Q2.3）は M=1.8
項目（SD=1），範囲は 0～5 項目であり，回答内容としては中学校や高等学校の吹奏楽部等
の部活動への参加についての記述が多かった。 









　（N =172，ただし欠損値により，Q1（N =170），Q2.1（N =168））
内容 M SD 範囲
Q1 進学決定時期（歳） 15.6 (2.1) 7-20
Q2.1 レッスン等開始年齢（歳） 6.1 (3.2) 2-15
Q2.2 レッスン回答項目数 2.0 (1.0) 0-5
Q2.3 グループ活動回答項目数 1.8 (1.0) 0-5
Table5.1.2　家庭の音楽環境についての基礎統計（N =172）
選択肢（複数回答可）の内容 選択者数 割合（%）
Q3.1 自宅が音楽教室 30 17.4
Q3.2 父：音楽が仕事 3 1.7
Q3.3 父：音楽好き 58 33.7
Q3.4 母：音楽が仕事 33 19.2
Q3.5 母：音楽好き 91 52.9
Q3.6 兄弟：先にお稽古 47 27.3
Q3.7 兄弟：音楽好き 45 26.2
Q3.8 その他親族：音楽が仕事 31 18.0





















Q2.1 レッスン等開始年齢（歳） 0.23 **
Q2.2 レッスン回答項目数 -0.21 **
Q2.3 グループ活動回答項目数 -0.13
Q3.1 自宅が音楽教室 -0.20 *
Q3.2 父：音楽が仕事 -0.23 **
Q3.3 父：音楽好き -0.03































A 音楽大学の 1999 年および 2000 年データを使用した。今回の分析対象となるのは，回








                                                        












































（ただし，Q3.16 については p<.1）。 
 これらの結果から女子学生，男子学生それぞれの特徴を以下にまとめる。 
Table5.2.1　レッスン期間，進学決定時期および進学決定理由項目への回答の男女別平均値
分析対象項目 M SD M SD
Q1 レッスン期間（年） 8.22 (4.60) 13.37 (2.98)
***
Q2 進学決定時期（歳） 16.27 (1.56) 15.22 (2.41)
**
＜進学理由項目（文章の一部を省略）＞
Q3.1 　音楽の素晴しさを知る感動的な体験があった 4.26 (1.09) 3.99 (1.14)
†
Q3.2 　自分の求めている生き方ができると思った 4.03 (1.23) 3.73 (1.24)
†
Q3.3 　他の教科より音楽が得意だった 3.64 (1.44) 4.20 (1.12)
***
Q3.4 　自分の能力を生かすことができると思った 3.48 (1.36) 3.85 (1.10)
*
Q3.5 　音楽を自分から取り上げたら何も残らないと思った 3.29 (1.60) 3.61 (1.42)
†
Q3.6 　音楽は自分の一部分であり，やめられない 3.67 (1.44) 3.98 (1.17)
*
Q3.7 　音楽活動を行うことが自分にとって自然 3.64 (1.39) 4.04 (1.07)
**
Q3.8 　音楽活動を行うことで自分に自信が持てる 3.20 (1.44) 3.56 (1.21)
*
Q3.9 　母親の音楽活動に影響を受けた 1.47 (1.13) 1.82 (1.39)
*
Q3.10 　母親のすすめがあった 1.52 (1.07) 2.36 (1.58)
***
Q3.11 　父親の協力があった 3.48 (1.74) 3.06 (1.71)
†
Q3.12 　音楽の先生のすすめがあった 2.15 (1.41) 3.14 (1.59)
***
Q3.13 　両親以外の家族の影響があった 1.52 (1.08) 1.81 (1.35)
†
Q3.14 　なんとなく決めてしまった 1.68 (1.26) 2.35 (1.50)
**
Q3.15 　勉強はしたくないが，大学には行きたかった 1.52 (0.96) 1.98 (1.37)
**







































A 音楽大学の 1999 年および 2000 年データを使用した。今回の分析対象となるのは，回
答時点で 2 年生であった男子学生 66 名，女子学生 562 名のデータである。 
                                                        






6 項目が学生自身の葛藤に関する内容，残りの 6 項目が家族や先生の反対等の他者との葛藤
を示す内容であった。これらの項目は 5 件法の回答形式であり，項目に自分が「あてはま




散を仮定しない 2 条件の平均値の差の検定を行った。 
 
5.2.2.3 結果と考察 




























音楽大学進学時の葛藤に関する項目 M SD M SD
＜学生自身の葛藤（文章の一部を省略）＞
Q1 　音楽以外の分野への進路の検討 3.36 (1.58) 3.35 (1.65)
Q2 　進学に際しての経済的な問題の悩み 3.52 (1.54) 3.29 (1.63)
Q3 　大学卒業後の就職の悩み 3.86 (1.50) 3.96 (1.32)
Q4 　練習がつらいので，やめたい 2.61 (1.59) 3.49 (1.51)
***
Q5 　自分の才能に自信が持てなくなった 3.70 (1.32) 4.17 (1.18)
**
Q6 　音楽が本当に好きかわからなくなった 2.41 (1.56) 3.37 (1.58)
***
＜他者との葛藤（文章の一部を省略）＞
Q7 　音楽を専攻することに家族が反対 2.45 (1.64) 1.81 (1.35)
***
Q8 　進学に際しての経済的な問題で、家族が反対 2.35 (1.57) 1.96 (1.39)
*
Q9 　大学卒業後の就職を考えて，家族が反対 2.55 (1.64) 1.86 (1.37)
***
Q10　音楽の先生が受験に間に合わないと反対 2.02 (1.33) 1.65 (1.20)
*
Q11　高校の担任や進路指導の先生が反対 1.92 (1.48) 1.42 (1.04)
***




























A 音楽大学の 1999 年データを使用した。調査対象は，1,2 年生 418 名であったが，その
うち女子学生 389 名を分析対象とした。 
 
(2) 分析使用項目 
女子学生が希望するライフスタイルについては，Table5.3.1 の 1～7 の選択肢のうち一つ
に〇をつけさせた（複数回答者は別にして集計している）。具体的な卒業後の進路希望に関
しては，12 項目（Table5.3.2 参照）に対して自分の考えに「あてはまる」～「あてはまら
ない」の 5 段階評定とし，分析時に 5～1 点の得点を与えた。 
 
(3) 分析方法 

















選択肢1 　結婚したら，仕事はやめると思う。 9 2.3%
選択肢2 　結婚したら，家の中でできる仕事をすると思う。 48 12.3%
選択肢3 　子どもができたら，仕事はやめると思う。 13 3.3%
選択肢4 　子どもができたら仕事はやめるが，子どもが大きくなったら再び働くと思う。 77 19.8%
選択肢5 　結婚しても子どもができても関係なく，ずっと働き続けると思う。 175 45.0%
選択肢6 　ずっと働き続けたいので，結婚はしないと思う。 16 4.1%





希望する進路に関する項目　 　家庭優先   仕事制限   仕事優先
　　（文章の一部を省略）    （N =22）    （N =125）    （N =191）
M SD M SD M SD
Q1 西洋クラシック音楽の演奏家になる 2.14 (1.46) 1.98 (1.27) 2.73 (1.61) ***
Q2 西洋クラシック音楽以外の演奏家になる 1.91 (1.23) 1.78 (1.15) 2.14 (1.44)
Q3 音楽制作に直接かかわる仕事につく 2.27 (1.39) 1.78 (1.13) 1.95 (1.35)
Q4 学校の音楽の先生になる 2.68 (1.36) 2.83 (1.49) 2.86 (1.59)
Q5 学校以外の音楽の先生になる 2.64 (1.29) 3.71 (1.33) 3.60 (1.36) **
Q6 音楽で人を助ける仕事につく 2.82 (1.44) 3.03 (1.43) 2.95 (1.42)
Q7 音楽関連産業への就職 2.86 (1.55) 3.14 (1.33) 2.87 (1.51)
Q8 音楽とは関係のない仕事につく 2.86 (1.52) 2.16 (1.29) 1.81 (1.29) ***
Q9 大学卒業後さらに音楽について勉強する 2.82 (1.33) 3.10 (1.37) 3.78 (1.31) ***
Q10大学卒業後の進路を考えていない 2.45 (1.50) 2.59 (1.43) 2.22 (1.42)
Q11音楽は趣味で続けられればよい 3.77 (1.23) 3.20 (1.35) 2.39 (1.45) ***














































な性格特性として 5 つの因子を取り上げる見解が出てきており，Costa & McCrea による名























2008 年および 2009 年に，B 大学で音楽を専攻している 1 年生（調査時点で）を対象に
行った調査データを用いる。回答者は，2008 年調査では 39 名（男子 6 名，女子 33 名），





回答はすべて 5 件法で行なわれた。 
 
大学で音楽を専攻することを決めた理由に関する項目 
A 音楽大学で行った調査で用いていた進学理由に関する 30 項目を，そのまま本節の分析




音楽系への進学を妨げる可能性のあった要因に関する 12 項目（Table5.4.4 参照）には，
学生自身の葛藤に関する 6 項目（項目 1～6），両親や教師など他者との関係で生じる葛藤に







す 14 項目のうち 2 項目が，音楽大学への進学に関わる項目であったため，第２章でも説明
したように，それらの項目を削除し，代わりに「もう一度選びなおせるとしても大学で音楽




5.3 において分析対象となった，大学卒業後の希望進路にかかわる 12 項目と同一のもの




2008 年調査では NEO-FFI の日本語版，2009 年は NEO-PI-R の日本語版を使用した。こ
れらの性格検査は，Costa & McCrea により開発された検査であり，下仲らによって翻訳さ
れたものである（下仲・中里・権藤・高山, 1999）。NEO-PI-R には，健康な成人の人格特性
の 5 つの主要な次元を計るための尺度が含まれる。5 つの尺度とは，神経症傾向（Neuroticism）
尺度（以下，N 尺度），外向性（Extraversion）尺度（以下，E 尺度），開放性（Openness）
尺度（以下，O 尺度），調和性（Agreeableness）尺度（以下，A 尺度），誠実性（Conscientiousness）
尺度（以下，C 尺度）であり，NEO-PI-R ではさらに各次元の 6 つの下位次元についても測
定できるよう作成されている。NEO-FFI は，NEO-PI-R の短縮版であり，5 つの主要な次
元を代表する各 12 項目，計 60 項目が選び出されて作成されている。2009 年調査において
NEO-PI-R を使用してはいるが，今回の分析では，NEO-FFI に使用されている項目のみを
選択して得点を計算した結果を用い，2008 年度と同様 NEO-FFI の結果として示す。なお，
質問項目への回答は，どちらの検査においても 5 件法で行なわれている。 

















Table5.4.1 に，今回使用した性格検査に含まれる性格の 5 つの次元を測る尺度の平均得
点と標準偏差（SD）を示した。なお，各質問項目の得点は，0～4 点の範囲であり，各尺度
とも 12 項目の合計得点である 48 点が（可能性としては）最高得点となる。この表を見る
限り，下仲ら（1999）が標準化資料として示した大学生女子の NEO-FFI の尺度得点の平均
値と 1SD 以上の高低が見られるような大きく異なる結果ではない。 
また，Table5.4.2 には，性格検査に含まれる 5 次元の尺度間相関係数を示した。E 尺度
と A 尺度，E 尺度と C 尺度，A 尺度と C 尺度間に有意な正の相関が見られた。下仲ら（1999）
では，NEO-PI-R の成人の結果についてのみ尺度間相関を示しているが，今回の調査で見ら
れた有意な相関のうち，E 尺度と A 尺度間には正の相関が示されておらず，その点につい








標準偏差および，性格検査に含まれる 5 尺度の得点との相関係数を示した。 
以下に，相関係数の値から，両者にどのような関係が見られるかについて考察を行う。 
まず，音楽専攻への進学理由に関する項目と性格検査の各尺度との相関については























N尺度 （神経症傾向） 32.42 (7.91)
E尺度 （外向性） 28.55 (8.37)
O尺度 （開放性） 30.54 (5.77)
A尺度 （調和性） 28.88 (6.01)
C尺度 （誠実性） 26.28 (5.96)
Table5.4.2　性格検査尺度間の相関係数行列
N尺度 E尺度 O尺度 A尺度 C尺度
N尺度 （神経症傾向） -0.09 0.14 -0.10 -0.01
E尺度 （外向性） 0.02 0.53 ** 0.27 *
O尺度 （開放性） 0.18 0.24



















項目内容（文章の一部を省略） M SD N尺度 E尺度 O尺度 A尺度 C尺度
1 音楽が好きだった 4.74 (0.64) -0.26 * 0.08 -0.11 0.08 0.28 *
2 音楽活動の楽しさを知る特別な体験があった 4.39 (0.87) -0.14 0.18 0.14 0.29 * 0.24
3 音楽の素晴しさを知る感動的な体験があった 4.41 (0.98) 0.04 0.07 0.21 0.26 * 0.33 **
4 特定の曲を演奏し（歌い）たかった 2.95 (1.34) 0.14 0.21 0.12 -0.12 -0.14
5 専門的な知識や技術を身につけたかった 4.36 (0.77) 0.17 -0.19 0.32 ** 0.01 0.27 *
6 希望の仕事につくために必要だと思った 4.31 (1.16) -0.07 0.10 0.16 0.19 0.27 *
7 自分の求めている生き方ができると思った 4.09 (1.12) 0.01 0.07 0.07 0.04 0.37 **
8 自分の音楽的な才能に気づくことができた 2.45 (1.22) 0.20 0.22 -0.06 -0.10 -0.03
9 他の教科より音楽が得意だった 4.16 (1.01) 0.01 0.16 -0.06 -0.08 -0.16
10 自分の能力を生かすことができると思った 3.53 (1.27) 0.17 0.15 -0.15 0.08 0.13
11 音楽を自分から取り上げたら何も残らないと思った 3.79 (1.39) 0.37 ** -0.09 -0.27 * -0.14 -0.30 *
12 音楽は自分の一部分であり，やめられないと思った 4.20 (0.96) -0.03 0.06 -0.08 0.04 0.16
13 音楽活動を行うことが自分にとって自然であった 4.18 (1.11) 0.06 0.16 0.08 0.00 0.19
14 音楽が，精神的に不安定な時の支えになった 3.62 (1.29) -0.02 0.12 0.07 -0.07 0.13
15 音楽活動を行うことで自分に自信が持てると思った 3.40 (1.28) 0.06 0.21 0.05 0.05 0.30 *
16 父親の音楽活動に影響を受けた 1.36 (0.89) -0.15 0.02 0.14 0.00 -0.09
17 母親の音楽活動に影響を受けた 1.33 (0.77) -0.18 0.03 -0.08 -0.10 -0.23
18 父親のすすめがあった 1.42 (1.04) -0.14 -0.01 -0.01 -0.14 -0.21
19 母親のすすめがあった 1.88 (1.38) -0.10 0.09 -0.04 0.04 0.03
20 父親の協力があった 1.98 (1.51) -0.25 * 0.09 -0.02 0.10 0.06
21 母親の協力があった 2.64 (1.63) -0.09 0.28 * -0.03 0.40 ** 0.27 *
22 あこがれの音楽の先生のようになりたいと思った 2.93 (1.63) 0.01 0.12 0.02 -0.06 0.15
23 音楽の先生のすすめがあった 2.76 (1.57) 0.03 0.33 ** 0.02 0.23 0.17
24 両親以外の家族の影響があった 1.86 (1.36) -0.04 0.28 * 0.20 0.20 0.01
25 音楽を志す友人の影響があった 2.42 (1.58) 0.17 0.34 ** 0.02 0.16 0.10
26 友人の励ましがあった 3.02 (1.51) 0.07 0.41 ** 0.20 0.31 * 0.11
27 なんとなく決めてしまった 1.91 (1.37) 0.32 ** -0.08 0.02 -0.22 -0.43 **
28 勉強はしたくないが，大学には行きたかった 2.03 (1.44) 0.08 0.09 -0.18 -0.21 -0.62 **
29 音楽以外に得意な科目がなかった 2.27 (1.45) 0.21 -0.05 -0.36 ** -0.13 -0.28 *




















（Table5.4.5 参照），まず N 尺度と項目 5 に負の相関，項目 10,12 に正の相関が見られた。
N 尺度得点が高い学生が，友人関係についての問題を抱え，大学のカリキュラムへの不満，
将来の仕事のついての不安を感じやすい可能性はある。E 尺度と項目 1,2,5 との間に正の相
関が見られることから，E 尺度得点の高い学生が友人関係の豊かさを基軸とした大学での適




項目内容（文章の一部を省略） M SD N尺度 E尺度 O尺度 A尺度 C尺度
1 音楽以外の分野への進路の検討 3.82 (1.62) 0.21 0.03 0.07 0.08 -0.08
2 進学に際しての経済的な問題の悩み 3.82 (1.55) 0.27 * 0.00 -0.03 0.07 0.00
3 大学卒業後の就職の悩み 4.00 (1.35) 0.38 ** 0.08 -0.09 0.06 0.13
4 練習がつらいので，やめたい 3.01 (1.56) 0.14 -0.01 -0.01 -0.12 -0.34 **
5 自分の才能に自信が持てなくなった 4.06 (1.31) 0.19 0.11 0.02 0.18 0.09
6 音楽が本当に好きかわからなくなった 3.03 (1.74) 0.26 * 0.05 0.13 -0.16 -0.18
7 音楽を専攻することに家族が反対 2.34 (1.58) 0.38 ** -0.09 0.21 -0.19 -0.06
8 進学に際しての経済的な問題で，家族が反対 2.39 (1.59) 0.39 ** -0.14 0.07 -0.14 -0.13
9 大学卒業後の就職を考えて，家族が反対 2.27 (1.51) 0.29 * -0.22 0.07 -0.23 -0.11
10 音楽の先生が受験に間に合わないと反対 1.81 (1.40) 0.04 -0.13 0.17 -0.28 * -0.05
11 高校の担任や進路指導の先生が反対 1.76 (1.33) -0.08 -0.08 0.08 -0.08 -0.22












ては（Table5.4.6 参照），まず，N 尺度と項目 9,10 に正の相関が見られた。項目 9 につい
ては，大学卒業後も積極的にさらに音楽を勉強したいという気持ちを示す項目とも言える
が，項目 10 とあわせて考えると，N 尺度得点の高い回答者がいわゆるモラトリアム状態に
なりやすい可能性を示唆する結果と言えよう。E 尺度と項目 11 に正の相関が見られること
については，音楽への強いこだわりよりは，むしろ積極的に卒業後は社会と関わりたいとい
Table5.4.5　大学での適応感項目の平均と標準偏差および性格尺度との相関
項目内容 M SD N尺度 E尺度 O尺度 A尺度 C尺度
1 大学での生活は充実している 4.19 (1.12) -0.05 0.38 ** -0.06 0.15 0.09
2 大学に入ることで，自分の音楽の幅が広がった 4.13 (1.03) 0.07 0.28 * 0.14 0.24 0.34 **
3 大学で必要な知識や技術が身につけられている 3.75 (1.16) 0.04 0.23 -0.05 0.07 0.29 *
4 大学の先生とはうまくいっている 4.27 (0.85) 0.02 0.21 0.13 0.00 0.20
5 大学の友人とはうまくいっている 4.46 (0.75) -0.25 * 0.43 ** 0.01 0.19 0.21
6 音楽以上にやってみたいことができた 2.76 (1.33) 0.12 -0.03 -0.05 -0.07 -0.06
7 音楽が嫌いになった 1.40 (0.82) 0.08 -0.10 0.01 -0.21 -0.40 **
8 音楽に関して自信がなくなった 2.45 (1.28) 0.11 -0.14 0.11 0.01 -0.09
9 大学では，自分の好きな音楽ができないと思う 2.16 (1.27) 0.19 0.03 0.13 0.10 -0.24
10 大学では，音楽以外にやることが多すぎると思う 2.87 (1.43) 0.33 ** -0.13 -0.04 -0.19 -0.25 *
11 音楽に関係するアルバイトなどをしたことがある 1.42 (1.12) 0.13 -0.19 0.15 -0.23 -0.13
12 将来の仕事について不安を感じる 3.67 (1.32) 0.50 ** -0.05 -0.12 -0.05 0.04








項目内容（一部省略） M SD N尺度 E尺度 O尺度 A尺度 C尺度
1 西洋クラシック音楽の演奏家になる 1.87 (1.34) 0.14 -0.03 0.06 -0.25 * 0.22
2 西洋クラシック音楽以外の演奏家になる 1.84 (1.33) 0.03 -0.02 0.28 * -0.18 0.00
3 音楽制作に直接かかわる仕事につく 1.87 (1.30) 0.01 -0.01 0.12 -0.15 -0.05
4 学校の音楽の先生になる 2.64 (1.62) 0.01 0.17 0.09 0.06 0.23
5 学校以外の音楽の先生になる 2.57 (1.53) 0.13 0.12 0.12 -0.11 0.13
6 音楽療法士など，音楽で人を助ける仕事につく 2.97 (1.68) -0.01 0.13 -0.06 0.21 0.17
7 音楽関連産業への就職 2.66 (1.54) 0.07 -0.22 -0.14 -0.17 -0.14
8 音楽とは関係のない仕事につく 2.14 (1.40) 0.18 -0.05 -0.20 -0.08 -0.32 **
9 大学卒業後さらに音楽について勉強する 2.83 (1.43) 0.26 * -0.10 0.10 0.09 0.18
10 大学卒業後の進路について考えていない 2.28 (1.47) 0.33 ** 0.05 -0.03 -0.05 -0.04
11 音楽は趣味で続けられればよい 2.85 (1.34) 0.00 0.26 * 0.07 0.04 -0.14
12 好きな仕事なら，収入不安定でもかまわない 3.03 (1.44) -0.18 -0.20 0.32 ** 0.04 0.21









う志向の表れと見ることもできるだろう。O 尺度と項目 2,12 に正の相関が見られることに
ついては演奏者志向の強さと，収入がたとえ不安定でも自分の好きな仕事を追及した気持







































れるのだろうか。本章では，ここまで分析に使用してきた 1999 年および 2000 年調査デー




本章では， A 音楽大学で 1999 年および 2000 年に行われた調査で得られたデータを用い
て，共分散構造分析により作成されたモデル（4.2参照）で取り上げた変数について，その















 経年比較の分析においては，すべて A 音楽大学で行った質問紙調査データを使用する。 
まず，1999 年および 2000 年調査は 1,2 年生を対象に行われたが，データの重複を避ける
ために 2 年生のみのデータを使用する。2009 年および 2010 年に行われた調査は同大学の







今回の分析には，1999-2000 年調査の 2 年生女子 562 名分，2009-2010 年調査の 2 年生














能の修得に関わる「将来展望」（3 項目）の 3 因子に含まれる各項目を使用した（Table6.4
参照）。これらの項目への回答は，すべての年度の調査において「あてはまる」～「あては














専攻（選択肢として提示） N 専攻（空所への回答） N




声楽 117 器楽（打楽器） 15
作曲 1 器楽（弦楽器） 13
音楽教育（ピアノ） 14 声楽 1
音楽教育（管・弦・打楽器） 22 音楽教育 21
音楽教育（声楽） 33 未回答 3






















大学における適応感については，4.2 のモデルにおいても 3.2 のモデル作成時の項目選択
理由に従って同様の 8 項目を使用していたが，2009 年以降の A 音楽大学での調査において
は一部項目を変更した2。そのため，2009 年および 2010 年，2017 年の調査データについて
は，それ以前の調査で使用していた音楽大学および自身の専攻を選択したことへの是認を






選択肢（複数回答可）の中から，両親の音楽への関与を示す 4 つの選択肢（Table6.10 参照）
に対して「あてはまる」場合に〇をつける形式で回答を求めたデータを用いた。分析におい











の記述内容から（最大 3 種類まで記入可能），活動を行っていた年数を計算した。 
                                                        





 音楽の好みについては，4.2 の記述にあるように 1999-2000 年調査においては，西洋クラ
シック音楽と，それ以外の音楽を好むかについて，両選択肢にそれぞれ「あてはまる」場合
は〇をつける形式の 2 件法で回答を求め（複数選択可），クラシック音楽への〇を 2 点，そ
れ以外の音楽への〇に 1 点とし，0～3 点の範囲を示す一つの変数として扱っていた



































散分析の効果量についての指標である偏イータ 2 乗の値が 0.016 であることから，小さい
Table6.4　　進学理由項目別基礎統計（調査年別）
調査年 1999-2000年 2009-2010年 2017年
データ数 N =562
a
N =132 N =64
「因子名」および項目内容 M SD M SD M SD
「能力活用」
自分の音楽的な才能に気づくことができたから 2.76 (1.18) 2.65 (1.13) 2.42 (1.21)
他の教科より音楽が得意だったから 4.20 (1.12) 3.84 (1.19) 4.11 (1.05)
自分の能力を生かすことができると思ったから 3.85 (1.09) 3.52 (1.21) 3.52 (1.20)
「音楽的同一性」
音楽を自分から取り上げたら何も残らないと思ったから 3.61 (1.42) 3.63 (1.42) 3.58 (1.40)
音楽は自分の一部分であり，やめられないと思ったから 3.98 (1.17) 3.95 (1.27) 4.13 (1.02)
音楽活動を行うことが自分にとって自然であったから 4.04 (1.07) 3.94 (1.19) 4.14 (1.01)
音楽が，精神的に不安定な時の支えになったから 3.15 (1.35) 3.38 (1.29) 3.11 (1.34)
「将来展望」
専門的な知識や技術を身につけたかったから 4.33 (1.06) 4.42 (0.89) 4.27 (1.14)
希望の仕事につくために必要だと思ったから 3.77 (1.31) 3.67 (1.27) 3.88 (1.23)























調査年 1999-2000年 2009-2010年 2017年
「能力活用」 M 3.60 3.34 3.35 **
　尺度得点 SD (0.88) (1.01) (0.96)
α 0.67 0.82 0.77
「音楽的同一性」 M 3.70 3.73 3.74
　尺度得点 SD (0.91) (1.02) (0.81)
α 0.70 0.79 0.58
「将来展望」 M 3.94 3.96 3.91
　尺度得点 SD (0.91) (0.92) (0.96)




調査年 1999-2000年 2009-2010年 2017年
データ数 N =561 N =130 N =64
項目内容 M SD M SD M SD
父親のすすめがあったから 1.61 (1.22) 1.79 (1.24) 1.81 (1.39)
母親のすすめがあったから 2.36 (1.58) 2.48 (1.59) 2.77 (1.72)
父親の協力があったから 3.06 (1.71) 2.98 (1.67) 2.78 (1.76)


















調査年 1999-2000年 2009-2010年 2017年
「家族サポート」 M 2.67 2.75 2.75
　尺度得点 SD (1.13) (1.15) (1.28)
α 0.72 0.76 0.79
Table6.8　　適応感項目別基礎統計（調査年別）
調査年 1999-2000年 2009-2010年 2017年
データ数 N =555 N =121 N =64
項目内容 M SD M SD M SD
大学での生活は充実している 3.86 (1.06) 4.00 (1.05) 4.19 (1.03)
大学に入ることで，自分の音楽の幅が広がった 4.15 (1.08) 4.47 (0.76) 4.23 (1.13)
大学で必要な知識や技術が身につけられている 3.96 (0.98) 4.22 (0.80) 4.28 (0.99)
R 音楽が嫌いになった 1.61 (0.98) 1.62 (0.88) 1.72 (1.19)
R 音楽に関して自信がなくなった 2.70 (1.24) 2.88 (1.32) 2.91 (1.44)
R 大学では，自分の好きな音楽ができないと思う 2.26 (1.26) 2.07 (1.08) 1.98 (1.19)
もう一度選びなおせるとしても音楽大学に進学する 3.44 (1.42)
もう一度選びなおせるとしても今の専門を選ぶ 3.59 (1.40)




調査年 1999-2000年 2009-2010年 2017年
「適応感」 M 3.80 3.93 3.92
尺度得点 SD (0.77) (0.63) (0.79)




















調査年 1999-2000年 2009-2010年 2017年
データ数 N =562 N =132 N =64
下記の選択肢への該当個数 M 1.02 1.14 1.17






調査年 1999-2000年 2009-2010年 2017年
データ数 N =562 N =128 N =63
レッスンを受けた期間（年数） M 13.37 12.43 13.86 *




調査年 1999-2000年 2009-2010年 2017年
データ数 N =560 N =131 N =64
グループでの音楽活動期間（年数） M 4.66 5.34 4.41































                                                        








集計方法 M SD 度数
0 1 2 3
クラシック好み 0.81 (0.39) 105 457
その他好み 0.71 (0.45) 161 401
単純合計 1.53 (0.52) 6 254 302




ジャンル名 M SD とても嫌い やや ない やや とても好き
1 2 3 4 5
クラシック 4.58 (0.67) 3 4 38 87 0
J-POP 4.11 (0.95) 1 10 16 50 54 1
ジャズ 3.91 (0.90) 4 4 24 68 32 0
洋楽ポップス 3.79 (0.92) 1 10 36 53 31 1
歌謡曲 3.46 (0.95) 2 19 39 50 15 7
民族音楽 3.37 (1.08) 8 18 42 44 19 1
ロック 3.25 (1.21) 8 30 43 21 29 1
日本民謡 3.10 (0.97) 8 20 67 25 12 0
純邦楽（雅楽，箏曲など） 2.92 (1.02) 15 22 61 27 7 0
ヒップホップ 2.83 (0.92) 8 36 62 16 7 3
演歌 2.72 (0.96) 15 34 61 17 5 0




ジャンル名 M SD とても嫌い やや ない やや とても好き
1 2 3 4 5
J-POP 4.40 (0.77) 1 8 19 35 1
クラシック 4.37 (0.92) 2 1 4 21 35 1
洋楽ポップス 3.95 (0.80) 1 15 31 15 2
ジャズ 3.71 (1.07) 3 5 14 26 15 1
歌謡曲 3.38 (0.97) 2 6 26 16 8 6
日本民謡 2.97 (0.89) 4 11 32 13 2 2
ヒップホップ 2.96 (0.90) 4 9 29 11 2 9
ロック 2.95 (1.20) 7 16 22 9 9 1
民族音楽 2.90 (1.02) 4 17 25 9 5 4
純邦楽（雅楽，箏曲など） 2.87 (1.07) 6 15 27 7 6 3
演歌 2.76 (0.99) 9 10 32 9 2 2





































































から，N 尺度，E 尺度，O 尺度，A 尺度，C 尺度得点の高い学生が，進学調査で使用した項
目に対して回答するパターンについて，内容的にも納得しやすい相関が確認できた。ただし，
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 以下の事項にご回答下さい。なお、（  ）内には適当な数字や言葉を記入し、その他に
ついては選択肢の中から一つ選び、該当する数字に◯をつけてお答え下さい。 
 
 1) 年齢 （  ）歳 
 
 2) 性別 （1. 男 2. 女） 
 
 3) 学年 （1. 1 年生 2. 2 年生 3. 3 年生以上） 
 
 4) 学科／専攻 
  3.または 9.に◯をつけられた方は、専攻している楽器を（  ）内にご記入下さい。 
  また、11.に◯をつけられた方は、具体的な内容を（  ）内にご記入下さい。 
 
  1. 器楽学科（ピアノ専攻） 
  2. 器楽学科（オルガン専攻） 
  3. 器楽学科（管・弦・打楽器専攻） 専攻楽器（         ） 
  4. 声楽学科 
  5. 作曲学科 
  6. 音楽学学科 
  7. 音楽教育学科（ピアノ専攻） 
  8. 音楽教育学科（オルガン専攻） 
  9. 音楽教育学科（管・弦・打楽器専攻） 専攻楽器（         ） 
 10. 音楽教育学科（声楽専攻） 
 11. その他（                  ） 
 
 5) 出身地（県） 
  1. 北海道 2. 青森  3. 岩手  4. 宮城  5. 秋田  6. 山形  7. 福島     
  8. 茨城  9. 栃木  10. 群馬  11. 埼玉  12. 千葉  13. 東京  14. 神奈川   
 15. 新潟  16. 富山  17. 石川  18. 福井  19. 山梨  20. 長野  21. 岐阜     
 22. 静岡  23. 愛知  24. 三重  25. 滋賀  26. 京都  27. 大阪  28. 兵庫     
 29. 奈良  30. 和歌山 31. 鳥取  32. 島根  33. 岡山  34. 広島  35. 山口     
 36. 徳島  37. 香川  38. 愛媛  39. 高知  40. 福岡  41. 佐賀  42. 長崎     
 43. 熊本  44. 大分  45. 宮崎  46. 鹿児島 47. 沖繩  48. その他（海外）   
 













 1) 学校の音楽の授業以外で、音楽のレッスンを受けたことがありますか。 
  受けたことがある方は、その①内容、②時期、③形式について、具体的にお答え下さ 
い。なお、ここでいう①内容には、楽器演奏のほか、声楽、ソルフェージュ、楽典など、
楽器を使わないものも含めて考えて下さい。 
  習ったものが複数ある方は、代表的なものから 5 つまで選んでご記入下さい。 
  ただし、初めて習ったものについては必ずご記入下さい。 
  また、一つの①内容について、習う場所の変更や、同時に 2 箇所以上で習っていた場 
合には、それぞれについて②および③の空欄にご記入下さい。 
 
例：①（ピアノ      ） ②（  5）歳〜（ 10）歳 ③（ヤマハ音楽教室  ） 
               ②（ 12）歳〜（ 18）歳 ③（個人教室     ） 
               ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
 
  ①（         ） ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
               ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
               ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
 
  ①（         ） ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
               ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
               ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
 
  ①（         ） ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
               ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
               ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
 
  ①（         ） ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
               ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
               ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
 
  ①（         ） ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
               ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
               ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
 
 2) 1) に記入された①内容のうち、初めて習ったものを、始めたきっかけは以下の選択肢
のうちどれでしょうか。最もよくあてはまるものを一つ選び、数字に◯をつけてお答え下
さい。なお、3.に◯をつけられた方は、具体的な内容を（  ）内にご記入下さい。 
   1. 親がやらせたから。 
   2. 自分がやりたいと言ったから。 
   3. その他（                  ） 
   4. おぼえていない。 
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 3) 学校の音楽の授業以外で、グループで行う音楽活動に参加したことがありますか。 
  参加したことがある方は、その①内容、②時期、③形式について、具体的にお答え下 
さい。なお、ここでいう①内容には、合唱、吹奏楽、オーケストラ、バンド活動などのほ
か、ミュージカルで歌を歌ったことなども含めて考えて下さい。 
  音楽活動が複数ある方は、代表的なものから 3 つまで選んでご記入下さい。 
 
例：①（吹奏楽でﾌﾙｰﾄを吹く） ②（ 13）歳〜（ 18）歳 ③（学校の部活動   ） 
 
  ①（         ） ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
 
  ①（         ） ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
 
  ①（         ） ②（   ）歳〜（  ）歳 ③（         ） 
 
 4) 音楽高校または高校の音楽（専攻）科などへの進学をしたか、あるいは進学を考えた 
ことがありますか。以下の選択肢から、最もよくあてはまるものを一つ選び、数字に◯を
つけてお答え下さい。 
   1. 進学した。 
   2. 進学を考えたが、他にもやりたいことがあったので進学はしなかった。 
   3. 進学を考えたが、準備が間に合わなかったので進学はしなかった。 
   4. 進学を考えたが、周囲に反対されたので進学はしなかった。 
   5. 進学を考えたが、受験がうまくいかず進学はしなかった。 
   6. 進学を考えたことはなかった。 
 
 5) 好きな音楽のジャンルについて、以下の選択肢のうち、あてはまるものすべてに、数 
字に○をつけてお答え下さい。なお、2.に◯をつけた方は、具体的な内容を（  ）内に
ご記入下さい。 
   1. 西洋クラシック音楽 




   1. 自宅が音楽教室である（あった）。 
   2. 父親が音楽に関わる仕事をしている（いた）。 
   3. 父親が音楽好きである。 
   4. 母親が音楽に関わる仕事をしている（いた）。 
   5. 母親が音楽好きである。 
   6. 兄弟姉妹が自分より先に音楽のお稽古をしていた。 
   7. 兄弟姉妹が音楽好きである。 
   8. その他の親族に、音楽に関わる仕事をしている人がいる（いた）。 
   9. その他の親族に、音楽好きな人がいる。 
 
 












                             あ     ど     あ 
                             て     ち     て 
                             は      ら      は 
                             ま  や  なで  や  なま 
                             る  や  いも や  いら 
 例) 友達が行くと知ったから。               5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 
 1) 音楽が好きだったから。                5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 2) 音楽活動の楽しさを知る特別な体験があったから。    5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 3) 音楽の素晴しさを知る感動的な体験があったから。    5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 4) 特定の曲を演奏し（歌い）たかったから。        5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 5) 専門的な知識や技術を身につけたかったから。      5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 
 6) 希望の仕事につくために必要だと思ったから。      5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 7) 自分の求めている生き方ができると思ったから。     5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 8) 自分の音楽的な才能に気づくことができたから。     5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 9) 他の教科より音楽が得意だったから。          5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 10) 自分の能力を生かすことができると思ったから。     5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 
 11) 音楽を自分から取り上げたら何も残らないと思ったから。 5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 12) 音楽は自分の一部分であり、やめられないと思ったから。 5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 13) 音楽活動を行うことが自分にとって自然であったから。  5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 14) 音楽が、精神的に不安定な時の支えになったから。    5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 15) 音楽活動を行うことで自分に自信が持てると思ったから。 5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 
 16) 父親の音楽活動に影響を受けたから。          5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 17) 母親の音楽活動に影響を受けたから。          5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 18) 父親のすすめがあったから。              5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 19) 母親のすすめがあったから。              5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 20) 父親の協力があったから。               5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 
 21) 母親の協力があったから。               5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 22) あこがれの音楽の先生のようになりたいと思ったから。  5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 23) 音楽の先生のすすめがあったから。           5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 




                             あ     ど     あ 
                             て     ち     て 
                             は      ら      は 
                             ま  や  なで  や  なま 
                             る  や  いも や  いら 
 24) 両親以外の家族の影響があったから。          5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 25) 音楽を志す友人の影響があったから。          5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 
 26) 友人の励ましがあったから。              5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 27) なんとなく決めてしまった。              5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 28) 勉強はしたくないが、大学には行きたかったから。    5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 29) 音楽以外に得意な科目がなかったから。         5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 






   なお、以下の文章に出てくる「音楽の先生」には、学校の音楽の先生だけでなく、  
個人レッスンの先生なども含めて考えて下さい。 
                             あ     ど     あ 
                             て     ち     て 
                             は      ら      は 
                             ま  や  なで  や  なま 
                             る  や  いも や  いら 
 例) 気が変わったことがある。               5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 
 1) 音楽以外の分野への進路を真剣に検討したことがある。  5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 2) 進学に際しての経済的な問題で悩んだことがある。    5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 3) 大学卒業後の就職を考えて悩んだことがある。      5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 4) 練習がつらいので、やめたくなったことがある。     5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
  5) 自分の才能に自信が持てなくなったことがある。     5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 
 6) 音楽が本当に好きかどうかわからなくなったことがある。 5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 7) 音楽を専攻することについて、家族から反対された。   5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 8) 進学に際しての経済的な問題で、家族から反対された。  5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 9) 大学卒業後の就職を考えて、家族から反対された。    5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 10) 音楽の先生に、受験に間に合わないと反対された。    5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 
 11) 高校の担任や進路指導の先生などに反対された。     5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 12) 音楽の先生の指導方法が合わずに悩んだことがある。   5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 





                             あ     ど     あ 
                             て     ち     て 
                             は      ら      は 
                             ま  や  なで  や  なま 
                             る  や  いも や  いら 
 例) 楽しく暮している。                  5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 
 1) 大学での生活は充実している。             5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 2) 大学に入ることで、自分の音楽の幅が広がった。     5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 3) 大学で必要な知識や技術が身につけられている。     5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 4) 大学の先生とはうまくいっている。           5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 5) 大学の友人とはうまくいっている。           5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
   
 6) 音楽以上にやってみたいことができた。         5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 7) 音楽が嫌いになった。                 5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 8) 音楽に関して自信がなくなった。            5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 9) 大学では、自分の好きな音楽ができないと思う。     5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 10) 大学では、音楽以外にやることが多すぎると思う。    5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 
 11) 音楽に関係するアルバイトなどをしたことがある。    5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 12) 将来の仕事について不安を感じる。              5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 13) もう一度選びなおせるとしても音楽大学に進学する。     5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 




                             あ     ど     あ 
                             て     ち     て 
                             は      ら      は 
                             ま  や  なで  や  なま 
                             る  や  いも や  いら 
 例) 平穏に暮すことを考えている。             5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 1) 西洋クラシック音楽の演奏家（声楽含む）になることを  5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
  考えている。 
 2) 西洋クラシック音楽以外の演奏家（声楽含む）になるこ  5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
  とを考えている。         
 3) 音楽制作に直接かかわる仕事（作曲、編曲など）につく  5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
  ことを考えている。  
 4) 学校の音楽の先生になることを考えている。       5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 5) 学校以外（音楽教室、個人指導など）の音楽の先生にな  5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
  ることを考えている。 
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                             あ     ど     あ 
                             て     ち     て 
                             は      ら      は 
                             ま  や  なで  や  なま 
                             る  や  いも や  いら 
 6) 音楽療法士など、音楽で人を助ける仕事につくことを   5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
  考えている。 
 7) 音楽関連産業への就職を考えている。          5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 8) 音楽とは関係のない仕事につくことを考えている。    5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 9) 大学卒業後さらに音楽について勉強するつもりである。  5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 10) 大学卒業後の進路についてまだ考えていない。      5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 
 11) 音楽は趣味で続けられればよいと思う。         5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 
 12) 好きな仕事が続けられるなら、収入が不安定でもかまわ  5−−−−4−−−−3−−−−2−−−−1 






   1. 結婚したら、仕事はやめると思う。 
   2. 結婚したら、家の中でできる仕事をすると思う。 
   3. 子どもができたら、仕事はやめると思う。 
   4. 子どもができたら仕事はやめるが、子どもが大きくなったら再び働くと思う。 
   5. 結婚しても子どもができても関係なく、ずっと働き続けると思う。 
   6. ずっと働き続けたいので、結婚はしないと思う。 






   1. 結婚したら、好きな仕事より収入の安定した仕事を選ぶと思う。 
   2. 結婚しても、共稼ぎにするなど工夫して、好きな仕事を続けようと思う。 
   3. 子どもができたら、好きな仕事より収入の安定した仕事を選ぶと思う。 
   4. 結婚しても子どもができても関係なく、好きな仕事を続けようと思う。 
   5. 好きな仕事で収入が安定するまでは結婚しないと思う。 
   6. はじめから好きな仕事より収入の安定した仕事を選ぶと思う。 























































  習ったものが複数ある方は、経験年数が長いものから順に 5つまで選んで記入して下さい。 
ただし一番幼い時に習い始めたものは必ず記入して下さい。 
 
例) 内容（ピアノ          ） 開始年齢（  5）歳 経験年数（ 13）年間 
 
1)  内容（             ） 開始年齢（  ）歳 経験年数（  ）年間 
2)  内容（             ） 開始年齢（  ）歳 経験年数（  ）年間 
3)  内容（             ） 開始年齢（  ）歳 経験年数（  ）年間 
4)  内容（             ） 開始年齢（  ）歳 経験年数（  ）年間 




お、3.に◯をつけられた方は、具体的な内容を（  ）内にご記入下さい。 
   1. 親がやらせたから。 
   2. 自分がやりたいと言ったから。 
   3. その他（                  ） 
   4. おぼえていない。 
 
1.3. 学校の音楽の授業以外で、グループで行う音楽活動に参加したことがありますか。 
  参加したことがある方は、その内容と開始年齢および経験年数について、具体的にお答え下さい。 
  音楽活動が複数ある方は、主要なものから順に 3つまで選んで記入して下さい。 
 
例：内容（高校の吹奏楽部でﾌﾙｰﾄを吹く） 開始年齢（ 15）歳 経験年数（  3）年間 
 
1)  内容（             ） 開始年齢（  ）歳 経験年数（  ）年間 
2)  内容（             ） 開始年齢（  ）歳 経験年数（  ）年間 




   1. 進学した。 
   2. 進学を考えたが、他にもやりたいことがあったので進学はしなかった。 
   3. 進学を考えたが、準備が間に合わなかったので進学はしなかった。 
   4. 進学を考えたが、周囲に反対されたので進学はしなかった。 
   5. 進学を考えたが、受験がうまくいかず進学はしなかった。 












                            どちらでも 
                  とても好き  やや   ない  やや とても嫌い 
例) 行進曲                 ５------４------３------２------１  □ 
 
ア．J-POP                 ５------４------３------２------１  □ 
イ．歌謡曲                ５------４------３------２------１  □ 
ウ．洋楽ポップス              ５------４------３------２------１  □ 
エ．クラシック              ５------４------３------２------１  □ 
オ．ロック                ５------４------３------２------１  □ 
 
カ．ジャズ                ５------４------３------２------１  □ 
キ．ヒップホップ             ５------４------３------２------１  □ 
ク．レゲエ                ５------４------３------２------１  □ 
ケ．演歌                 ５------４------３------２------１  □ 
コ．日本民謡               ５------４------３------２------１  □ 
 
サ．純邦楽（雅楽、箏曲など）        ５------４------３------２------１  □ 
シ．民族音楽               ５------４------３------２------１  □ 





   1. 自宅が音楽教室である（あった）。 
   2. 父親が音楽に関わる仕事をしている（いた）。 
   3. 父親が音楽好きである。 
   4. 母親が音楽に関わる仕事をしている（いた）。 
   5. 母親が音楽好きである。 
   6. 兄弟姉妹が自分より先に音楽のお稽古をしていた。 
   7. 兄弟姉妹が音楽好きである。 
   8. その他の親族に、音楽に関わる仕事をしている人がいる（いた）。 





    （   ）歳ごろ 






                        あては  どちらでも  あてはま 
                            まる やや ない やや らない 
例) 友達が行くと知ったから。                ５----４----３----２----１ 
 
 1) 音楽が好きだったから。                ５----４----３----２----１ 
2）音楽活動の楽しさを知る特別な体験があったから。    ５----４----３----２----１ 
3) 音楽の素晴しさを知る感動的な体験があったから。    ５----４----３----２----１ 
4) 特定の曲を演奏し（歌い）たかったから。        ５----４----３----２----１ 
 5) 専門的な知識や技術を身につけたかったから。      ５----４----３----２----１ 
 
 6) 希望の仕事につくために必要だと思ったから。      ５----４----３----２----１ 
 7) 自分の求めている生き方ができると思ったから。     ５----４----３----２----１ 
 8) 自分の音楽的な才能に気づくことができたから。     ５----４----３----２----１ 
 9) 他の教科より音楽が得意だったから。          ５----４----３----２----１ 
 10) 自分の能力を生かすことができると思ったから。     ５----４----３----２----１ 
 
 11) 音楽を自分から取り上げたら何も残らないと思ったから。 ５----４----３----２----１ 
 12) 音楽は自分の一部分であり、やめられないと思ったから。 ５----４----３----２----１ 
 13) 音楽活動を行うことが自分にとって自然であったから。  ５----４----３----２----１ 
 14) 音楽が、精神的に不安定な時の支えになったから。    ５----４----３----２----１ 
 15) 音楽活動を行うことで自分に自信が持てると思ったから。 ５----４----３----２----１ 
 
 16) 父親の音楽活動に影響を受けたから。          ５----４----３----２----１ 
 17) 母親の音楽活動に影響を受けたから。          ５----４----３----２----１ 
 18) 父親のすすめがあったから。              ５----４----３----２----１ 
 19) 母親のすすめがあったから。              ５----４----３----２----１ 
 20) 父親の協力があったから。               ５----４----３----２----１ 
 
 21) 母親の協力があったから。               ５----４----３----２----１ 
 22) あこがれの音楽の先生のようになりたいと思ったから。  ５----４----３----２----１ 
 23) 音楽の先生のすすめがあったから。           ５----４----３----２----１ 
24) 両親以外の家族の影響があったから。          ５----４----３----２----１ 
 25) 音楽を志す友人の影響があったから。          ５----４----３----２----１ 
 
 26) 友人の励ましがあったから。              ５----４----３----２----１ 
 27) なんとなく決めてしまった。              ５----４----３----２----１ 
 28) 勉強はしたくないが、大学には行きたかったから。    ５----４----３----２----１ 
 29) 音楽以外に得意な科目がなかったから。         ５----４----３----２----１ 
 30) 音楽以外に好きなものがなかったから。         ５----４----３----２----１ 






                        あては  どちらでも  あてはま 
                            まる やや ない やや らない 
 例) 気が変わったことがある。               ５----４----３----２----１ 
 
 1) 音楽以外の分野への進路を真剣に検討したことがある。  ５----４----３----２----１ 
 2) 進学に際しての経済的な問題で悩んだことがある。    ５----４----３----２----１ 
 3) 大学卒業後の就職を考えて悩んだことがある。      ５----４----３----２----１ 
 4) 練習がつらいので、やめたくなったことがある。     ５----４----３----２----１ 
 5) 自分の才能に自信が持てなくなったことがある。     ５----４----３----２----１ 
 
 6) 音楽が本当に好きかどうかわからなくなったことがある。 ５----４----３----２----１ 
 7) 音楽を専攻することについて、家族から反対された。   ５----４----３----２----１ 
 8) 進学に際しての経済的な問題で、家族から反対された。  ５----４----３----２----１ 
 9) 大学卒業後の就職を考えて、家族から反対された。    ５----４----３----２----１ 
 10) 音楽の先生に、受験に間に合わないと反対された。    ５----４----３----２----１ 
 
 11) 高校の担任や進路指導の先生などに反対された。     ５----４----３----２----１ 






                        あては  どちらでも  あてはま 
                            まる やや ない やや らない 
例) 楽しく暮している。                   ５----４----３----２----１ 
 
 1) 大学での生活は充実している。             ５----４----３----２----１ 
 2) 大学に入ることで、自分の音楽の幅が広がった。     ５----４----３----２----１ 
 3) 大学で必要な知識や技術が身につけられている。     ５----４----３----２----１ 
 4) 大学の先生とはうまくいっている。           ５----４----３----２----１ 
 5) 大学の友人とはうまくいっている。           ５----４----３----２----１ 
   
 6) 音楽以上にやってみたいことができた。         ５----４----３----２----１ 
 7) 音楽が嫌いになった。                 ５----４----３----２----１ 
 8) 音楽に関して自信がなくなった。            ５----４----３----２----１ 
 9) 大学では、自分の好きな音楽ができないと思う。     ５----４----３----２----１ 
 10) 大学では、音楽以外にやることが多すぎると思う。    ５----４----３----２----１ 
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                        あては  どちらでも  あてはま 
                            まる やや ない やや らない 
 11) 音楽に関係するアルバイトなどをしたことがある。    ５----４----３----２----１ 
 12) 将来の仕事について不安を感じる。              ５----４----３----２----１ 






                        あては  どちらでも  あてはま 
                            まる やや ない やや らない 
 例) 平穏に暮すことを考えている。             ５----４----３----２----１ 
 
 1) 西洋クラシック音楽の演奏家（声楽含む）になることを  ５----４----３----２----１ 
  考えている。 
 2) 西洋クラシック音楽以外の演奏家（声楽含む）になるこ  ５----４----３----２----１ 
  とを考えている。         
 3) 音楽制作に直接かかわる仕事（作曲、編曲など）につく  ５----４----３----２----１ 
  ことを考えている。  
 4) 学校の音楽の先生になることを考えている。       ５----４----３----２----１ 
 5) 学校以外（音楽教室、個人指導など）の音楽の先生にな  ５----４----３----２----１ 
  ることを考えている。 
 
 6) 音楽療法士など、音楽で人を助ける仕事につくことを   ５----４----３----２----１ 
  考えている。 
 7) 音楽関連産業への就職を考えている。          ５----４----３----２----１ 
 8) 音楽とは関係のない仕事につくことを考えている。    ５----４----３----２----１ 
 9) 大学卒業後さらに音楽について勉強するつもりである。  ５----４----３----２----１ 
 10) 大学卒業後の進路についてまだ考えていない。      ５----４----３----２----１ 
 
 11) 音楽は趣味で続けられればよいと思う。         ５----４----３----２----１ 
 12) 好きな仕事が続けられるなら、収入が不安定でもかまわ  ５----４----３----２----１ 
  ないと思う。 















   1. 仕事を続けたいので、結婚はしないと思う。 
   2. 結婚しても子どもは持たずに、仕事を続けると思う。 
   3. 結婚や出産を経験しても、長期の中断はしないで仕事を続けると思う。 
   4. 結婚または出産により仕事はやめるが、余裕ができたら再び働くと思う。 
   5. 結婚または出産により仕事はやめると思う。 
   6. 一生仕事はしないと思う。 







   1. 好きな仕事を続けたいので、結婚はしないと思う。 
   2. 結婚しても子どもは持たずに、好きな仕事を続けると思う。 
   3. 結婚や子どもの誕生に関係なく、好きな仕事を続けると思う。 
   4. 結婚や子どもの誕生に合わせ、他の仕事もするなど工夫して、好きな仕事を続けると思う。 
   5. 結婚または子どもの誕生により、収入の安定した仕事に転職すると思う。 
   6. はじめから好きな仕事より収入の安定した仕事を選ぶと思う。 
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10．回答者に関する事項 
 以下の事項にご回答下さい。なお、（  ）内には適当な数字や言葉を記入し、その他については選
択肢の中から一つ選び、該当する数字に◯をつけてお答え下さい。 
 
 1)学生番号 （          ） 
 
 2)氏名   （          ） 
 
 3) 主に勉強したい領域 
  1. 音楽療法 
  2. 教員・指導者 
  3. 学芸員・音楽マネージメント 
  4. 演奏家 
  5. 音楽学 
  6. 作曲・音響メディア 
 




  1. 入っていない 
  2. 入っている（               ） 
 
 6) アルバイトをしていますか。している場合は、どのような業種であるか、具体的にお答え下さい。 
  1. していない 
  2. している（音楽関係） 
  3. している（音楽以外の教育関係） 
  4. している（その他のサービス業） 
  5. している（コンピュータ関係） 

















  習ったものが複数ある方は、経験年数が長いものから順に 5つまで選んで記入して下さい。 
ただし一番幼い時に習い始めたものは必ず記入して下さい。 
例) 内容（ピアノ          ） 開始年齢（  5）歳 経験年数（ 13）年間 
1)  内容（             ） 開始年齢（  ）歳 経験年数（  ）年間 
2)  内容（             ） 開始年齢（  ）歳 経験年数（  ）年間 
3)  内容（             ） 開始年齢（  ）歳 経験年数（  ）年間 
4)  内容（             ） 開始年齢（  ）歳 経験年数（  ）年間 




お、3.に◯をつけられた方は、具体的な内容を（  ）内にご記入下さい。 
   1. 親がやらせたから。 
   2. 自分がやりたいと言ったから。 
   3. その他（                                   ） 
   4. おぼえていない。 
 
1.3. 学校の音楽の授業以外で、グループで行う音楽活動に参加したことがありますか。 
  参加したことがある方は、その内容と開始年齢および経験年数について、具体的にお答え下さい。 
  音楽活動が複数ある方は、主要なものから順に 3つまで選んで記入して下さい。 
例：内容（高校の吹奏楽部でﾌﾙｰﾄを吹く） 開始年齢（ 15）歳 経験年数（  3）年間 
1)  内容（             ） 開始年齢（  ）歳 経験年数（  ）年間 
2)  内容（             ） 開始年齢（  ）歳 経験年数（  ）年間 




   1. 進学した。 
   2. 進学を考えたが、他にもやりたいことがあったので進学はしなかった。 
   3. 進学を考えたが、準備が間に合わなかったので進学はしなかった。 
   4. 進学を考えたが、周囲に反対されたので進学はしなかった。 
   5. 進学を考えたが、受験がうまくいかず進学はしなかった。 
   6. 進学を考えたことはなかった。 
研究代表者名記載欄 









                            どちらでも 
                  とても好き  やや   ない  やや とても嫌い 
例) 行進曲                 ５------４------３------２------１  □ 
 
ア．J-POP                 ５------４------３------２------１  □ 
イ．歌謡曲                ５------４------３------２------１  □ 
ウ．洋楽ポップス              ５------４------３------２------１  □ 
エ．クラシック              ５------４------３------２------１  □ 
オ．ロック                ５------４------３------２------１  □ 
 
カ．ジャズ                ５------４------３------２------１  □ 
キ．ヒップホップ             ５------４------３------２------１  □ 
ク．レゲエ                ５------４------３------２------１  □ 
ケ．演歌                 ５------４------３------２------１  □ 
コ．日本民謡               ５------４------３------２------１  □ 
 
サ．純邦楽（雅楽、箏曲など）        ５------４------３------２------１  □ 
シ．民族音楽               ５------４------３------２------１  □ 




   1. 自宅が音楽教室である（あった）。 
   2. 父親が音楽に関わる仕事をしている（いた）。 
   3. 父親が音楽好きである。 
   4. 母親が音楽に関わる仕事をしている（いた）。 
   5. 母親が音楽好きである。 
   6. 兄弟姉妹が自分より先に音楽のお稽古をしていた。 
   7. 兄弟姉妹が音楽好きである。 
   8. その他の親族に、音楽に関わる仕事をしている人がいる（いた）。 
   9. その他の親族に、音楽好きな人がいる。 
   10. 父親が音楽大学（または、大学など高等教育機関の音楽専攻）の出身である。 




    （      ）歳ごろ 







                        あては  どちらでも  あてはま 
                            まる やや ない やや らない 
例) 友達が行くと知ったから。                ５----４----３----２----１ 
 
 1) 音楽が好きだったから。                ５----４----３----２----１ 
2）音楽活動の楽しさを知る特別な体験があったから。    ５----４----３----２----１ 
3) 音楽の素晴しさを知る感動的な体験があったから。    ５----４----３----２----１ 
4) 特定の曲を演奏し（歌い）たかったから。        ５----４----３----２----１ 
 5) 専門的な知識や技術を身につけたかったから。      ５----４----３----２----１ 
 
 6) 希望の仕事につくために必要だと思ったから。      ５----４----３----２----１ 
 7) 自分の求めている生き方ができると思ったから。     ５----４----３----２----１ 
 8) 自分の音楽的な才能に気づくことができたから。     ５----４----３----２----１ 
 9) 他の教科より音楽が得意だったから。          ５----４----３----２----１ 
 10) 自分の能力を生かすことができると思ったから。     ５----４----３----２----１ 
 
 11) 音楽を自分から取り上げたら何も残らないと思ったから。 ５----４----３----２----１ 
 12) 音楽は自分の一部分であり、やめられないと思ったから。 ５----４----３----２----１ 
 13) 音楽活動を行うことが自分にとって自然であったから。  ５----４----３----２----１ 
 14) 音楽が、精神的に不安定な時の支えになったから。    ５----４----３----２----１ 
 15) 音楽活動を行うことで自分に自信が持てると思ったから。 ５----４----３----２----１ 
 
 16) 父親の音楽活動に影響を受けたから。          ５----４----３----２----１ 
 17) 母親の音楽活動に影響を受けたから。          ５----４----３----２----１ 
 18) 父親のすすめがあったから。              ５----４----３----２----１ 
 19) 母親のすすめがあったから。              ５----４----３----２----１ 
 20) 父親の協力があったから。               ５----４----３----２----１ 
 
 21) 母親の協力があったから。               ５----４----３----２----１ 
 22) あこがれの音楽の先生のようになりたいと思ったから。  ５----４----３----２----１ 
 23) 音楽の先生のすすめがあったから。           ５----４----３----２----１ 
24) 両親以外の家族の影響があったから。          ５----４----３----２----１ 
 25) 音楽を志す友人の影響があったから。          ５----４----３----２----１ 
 
 26) 友人の励ましがあったから。              ５----４----３----２----１ 
 27) なんとなく決めてしまった。              ５----４----３----２----１ 
 28) 勉強はしたくないが、大学には行きたかったから。    ５----４----３----２----１ 
 29) 音楽以外に得意な科目がなかったから。         ５----４----３----２----１ 
 30) 音楽以外に好きなものがなかったから。         ５----４----３----２----１ 







                        あては  どちらでも  あてはま 
                            まる やや ない やや らない 
 例) 気が変わったことがある。               ５----４----３----２----１ 
 
 1) 音楽以外の分野への進路を真剣に検討したことがある。  ５----４----３----２----１ 
 2) 進学に際しての経済的な問題で悩んだことがある。    ５----４----３----２----１ 
 3) 大学卒業後の就職を考えて悩んだことがある。      ５----４----３----２----１ 
 4) 練習がつらいので、やめたくなったことがある。     ５----４----３----２----１ 
 5) 自分の才能に自信が持てなくなったことがある。     ５----４----３----２----１ 
 
 6) 音楽が本当に好きかどうかわからなくなったことがある。 ５----４----３----２----１ 
 7) 音楽を専攻することについて、家族から反対された。   ５----４----３----２----１ 
 8) 進学に際しての経済的な問題で、家族から反対された。  ５----４----３----２----１ 
 9) 大学卒業後の就職を考えて、家族から反対された。    ５----４----３----２----１ 
 10) 音楽の先生に、受験に間に合わないと反対された。    ５----４----３----２----１ 
 
 11) 高校の担任や進路指導の先生などに反対された。     ５----４----３----２----１ 






                        あては  どちらでも  あてはま 
                            まる やや ない やや らない 
例) 楽しく暮している。                   ５----４----３----２----１ 
 
 1) 大学での生活は充実している。             ５----４----３----２----１ 
 2) 大学に入ることで、自分の音楽の幅が広がった。     ５----４----３----２----１ 
 3) 大学で必要な知識や技術が身につけられている。     ５----４----３----２----１ 
 4) 大学の先生とはうまくいっている。           ５----４----３----２----１ 
 5) 大学の友人とはうまくいっている。           ５----４----３----２----１ 
   
 6) 音楽以上にやってみたいことができた。         ５----４----３----２----１ 
 7) 音楽が嫌いになった。                 ５----４----３----２----１ 
 8) 音楽に関して自信がなくなった。            ５----４----３----２----１ 
 9) 大学では、自分の好きな音楽ができないと思う。     ５----４----３----２----１ 
 10) 大学では、音楽以外にやることが多すぎると思う。    ５----４----３----２----１ 
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                        あては  どちらでも  あてはま 
                            まる やや ない やや らない 
 11) 音楽に関係するアルバイトなどをしたことがある。    ５----４----３----２----１ 
 12) 将来の仕事について不安を感じる。              ５----４----３----２----１ 






                        あては  どちらでも  あてはま 
                            まる やや ない やや らない 
 例) 平穏に暮すことを考えている。             ５----４----３----２----１ 
 
 1) 西洋クラシック音楽の演奏家（声楽含む）になることを  ５----４----３----２----１ 
  考えている。 
 2) 西洋クラシック音楽以外の演奏家（声楽含む）になるこ  ５----４----３----２----１ 
  とを考えている。         
 3) 音楽制作に直接かかわる仕事（作曲、編曲など）につく  ５----４----３----２----１ 
  ことを考えている。  
 4) 学校の音楽の先生になることを考えている。       ５----４----３----２----１ 
 5) 学校以外（音楽教室、個人指導など）の音楽の先生にな  ５----４----３----２----１ 
  ることを考えている。 
 
 6) 音楽療法士など、音楽で人を助ける仕事につくことを   ５----４----３----２----１ 
  考えている。 
 7) 音楽関連産業への就職を考えている。          ５----４----３----２----１ 
 8) 音楽とは関係のない仕事につくことを考えている。    ５----４----３----２----１ 
 9) 大学卒業後さらに音楽について勉強するつもりである。  ５----４----３----２----１ 
 10) 大学卒業後の進路についてまだ考えていない。      ５----４----３----２----１ 
 
 11) 音楽は趣味で続けられればよいと思う。         ５----４----３----２----１ 
 12) 好きな仕事が続けられるなら、収入が不安定でもかまわ  ５----４----３----２----１ 
  ないと思う。 







   1. 仕事を続けたいので、結婚はしないと思う。 
   2. 結婚しても子どもは持たずに、仕事を続けると思う。 
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   3. 結婚や出産を経験しても、長期の中断はしないで仕事を続けると思う。 
   4. 結婚または出産により仕事はやめるが、余裕ができたら再び働くと思う。 
   5. 結婚または出産により仕事はやめると思う。 
   6. 一生仕事はしないと思う。 







   1. 好きな仕事を続けたいので、結婚はしないと思う。 
   2. 結婚しても子どもは持たずに、好きな仕事を続けると思う。 
   3. 結婚や子どもの誕生に関係なく、好きな仕事を続けると思う。 
   4. 結婚や子どもの誕生に合わせ、他の仕事もするなど工夫して、好きな仕事を続けると思う。 
   5. 結婚または子どもの誕生により、収入の安定した仕事に転職すると思う。 
   6. はじめから好きな仕事より収入の安定した仕事を選ぶと思う。 




 以下の事項にご回答下さい。なお、（  ）内には適当な数字や言葉を記入し、その他については選
択肢の中から一つ選び、該当する数字に◯をつけてお答え下さい。 
 1) 年齢  （    ）歳 
 2) 性別  （1. 男  2. 女 ） 
 3) 学年  （1. 1年生  2. 2年生  3. 3年生  4. 4年生以上 ） 




  1. 入っていない 
  2. 入っている（                             ） 
 
 6) アルバイトをしていますか。している場合は、どのような業種であるか、具体的にお答え下さい。 
  1. していない 
  2. している（音楽関係） 
  3. している（音楽以外の教育関係） 
  4. している（その他のサービス業） 
  5. している（コンピュータ関係） 





Psychological and social factors in admission to music college  






This research focused on admission to music college, which is considered a special type 
of education in Japan. We conducted a multifaceted analysis of psychological and social 
factors related to music school admission. We analyzed data of students’ responses to a 
questionnaire survey on their cognition of the reasons for entering a music college, and 
their adaptation to music college after admission. 
This thesis consists of seven chapters. 
An overview of this research is presented in Chapter 1. Firstly, the current situation 
regarding the admission to institutions of higher education for music in Japan is 
described. It is necessary to acquire knowledge and skills over time before enrolling in 
colleges for specialized fields such as music, which is unlike the admission to ordinary 
universities in Japan, Next, psychological and social problems related to general 
university admission are discussed. Then, the development of music specialists is 
reviewed as a representative career in music. In addition, psychological and social 
problems in attending music college were focused as the main topic of this study. Finally, 
the purpose of this research as a whole and the main content of the study are described. 
Chapter 2, outlines the analytical data used in this study. Questionnaire survey data 
were collected from students attending a music college in three waves over 
approximately 20 years (1999-2000, 2009-2010, and 2017). This chapter describes the 
questionnaire survey and the participants in the survey in detail. Next, the composition 
of the questionnaire survey items and the replacement of certain items in some survey 
years are described. The ethical considerations of this study are also mentioned. 
The purpose of Chapter 3, Section 1 (3.1) is to analyze the reasons for entering a music 
college. Therefore, the survey in 1999 targeted 1st and 2nd-year students in a music 
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college. Oblique factor analysis was conducted on responses to questions inquiring about 
the reason for entering a music college by female students (N = 378). The results 
indicated that reasons for entering school consisted of five factors: “Perspective on the 
future", "Use of one's abilities", "Identification", "Recommendation by another person", 
and "Passive motive". Positive correlations were found among the first three factors, and 
these factors were related to positive motives. Section 3.2 examined the influence of 
perceived reasons for entering a music college on adaptation to the college using a 
covariance structure analysis. As a result, a model of the relationship between reasons 
for going to music college and the feeling of adaptation was developed. Also, differences 
in responses among different courses were compared. The results indicated that positive 
motives lead to adaptation to all the courses in the college. 
In Chapter 4, Section 1 (4. 1), 2000 data points were added to the survey, and the factor 
analysis described in 3.1 and the model developed in 3.2 were re-analyzed to ensure their 
reliability. In Section 4.2, we identified three factors indicating the possibility of 
enhancing the sense of adaptation to college among the factors consisting of reasons for 
entering a music college extracted in 3.1. To examine the variables influencing the 
formation of these factors, we conducted a covariance structure analysis to develop a 
model. Factors that influenced positive motives such as Use of one's abilities, Perspective 
on the future and Musical identity (Identification) were affected by musical experience 
before admission to college, family support for admission to college, and the family music 
environment. The support of the family showed the clearest influence on reasons for 
entering music college. The influence of Music experience on reasons for entering a music 
college was less significant and depended on the courses taken by the students, 
suggesting that the music environment has indirect influence through family support. 
In Chapter 5, the characteristics of students in music college and the relationship 
between questionnaire scores and personality scores are described. First, various factors 
that influence the time of deciding to enter music college are illustrated. Next, gender 
differences in items describing the reasons for entering college and worries and problems 
in admission are examined to identify possible effects of gender bias of important others. 
Also, the study demonstrates the relationship between the lifestyle desired by female 
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students majoring in music and the desired path after graduation. The relationship 
between responses to items in the student-admission questionnaire and data of 
personality scales administered to students studying for a music major in another 
university was also examined. 
Chapter 6, focuses on the structural relationships of the model, which is central to the 
study that was developed in Section 4. 2. The data of studies conducted in 2009, 2010 
and 2017 were combined to examine changes caused by the subsequent social situation. 
Although a few indicators differed in different fiscal years, the results confirmed that 
these differences were caused by differences in the courses that the participants were 
studying. Moreover, there were no significant changes in the structure of underlying 
psychological and social factors related to entering music college during this period, and 
the findings of the study remained useful and valid. 
Based on the results of the above analysis, a comprehensive discussion is conducted in 
Chapter 7. Factors such as Perspective on the future and Use of one's abilities were 
identified as positive motivators in the field of music, similar to those found in research 
on the motives for admission to universities in general. The study also demonstrated a 
tendency to have higher adaptation to the music college in students that entered college 
for positive reasons, and because of Musical identity, which is one positive reason for 
entering music college that was characteristic of this field. Moreover, the importance of 
students feeling the full support of their families, rather than being directly influenced 
by their music experiences or the music environment of their families was indicated in 
the background of positive reasons for entering music college. Also, a gender bias in 
obtaining family support was suggested. In addition to music studies, other fields of 
study than general studies, such as art and physical education studies, also require 
advance preparation. This research focused on the specialty of music; however, it is 
suggested that the findings of the study are important for other fields of studies with a 
career development path that is unique to the field. 
